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中部統括支部『平成２３年度 第２回幹事会』の開催報告
平成２３年１０月３０日(日)10：00より、名古屋市南区の南生涯学習センターに於いて、平成２３年度中部統括支部第２回幹事会が、幹事数１０２名（70団体）中 ６８名出席のもと開催され、最初に青山支部長の“来年度は全日本コンベンションを控えているので、皆の協力で成功させたい！”との開会の挨拶があり、続いて議長団（議長：中田正和氏、書記：福島賢夫氏、森田光江氏、議事録署名人：青野  勝氏、末永泰子氏）を選出し議事に入りました。
先ず「報告事項」として、全国理事会報告、平成２３年度事業･決算中間報告、コア委員会報告、第41回支部ＳＤジャンボリー報告、第33回支部ＳＤ／ＲＤ研修会報告、第42回支部ＳＤジャンボリー進度報告、第34回支部ＳＤ／ＲＤ研修会進度報告と、「第51回全日本ＳＤコンベンションin名古屋」の進捗報告があり、何れの議題も挙手により賛成多数で承認されました。
昼食休憩の後、午後の「審議事項」に入り、選挙管理委員の管理のもと平成２４・２５年度の支部役員改選の予備選挙が行なわれ、全国理事４名、財務委員長、総務委員５名、監事２名が選出されました。

その後平成２４年度支部事業計画・予算案（統括支部、地区委員会、専門委員会）が提案され、慎重審議のうえ挙手により各々満場一致で承認されました。
「Ｓ協会員20,000人にむけて」の支部としての取り組みについては、青山支部長から現状報告と要望があり、審議の結果“各クラブで必ず一回／年はビギナーズクラスを実施し、新規会員の獲得を図る！”ことを申し合わせた。

来年中部主管の『第51回全日本ＳＤコンベンションin名古屋』について、実行委員会より「全体プログラム概要」と「プログラムに対するポリシー」他
の提案があり、一部修正のうえ挙手により満場一致で承認され、その他は継続審議扱いとなりました。

「緊急連絡網」の整備については、前回実施テストの結果を踏まえ、年内に一度クラブ代表者までのテストを実施することとなった。

以上で「審議事項」を無事終了し、最後に中部支部内クラブの行事調整と、今後の会議日程の確認と、土居総務委員長より“２４年度Ｓ協会員登録更新手続きを１月末までに済ませること！”等のお願いがあり、予定より３０分早く16：00に散会した。
（文責：富田作夫）
